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五

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
九
号

　

県
営
二
俣
南
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
九
月
三
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

石
巻
市
役
所
及
び
石
巻
市
河
北
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
号

　

県
営
下
野
目
東
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の

と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
九
月
三
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

大
崎
市
役
所
及
び
大
崎
市
岩
出
山
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
九
号

伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
字
不
動
六
六
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
舘
矢
間
山
田
字
小
原
瀬
西
一
二
番
一
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

八
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
鮎
川
線

石
巻
市
渡
波
字
花
立
山
一
番
九
地
先
か
ら

同
市
渡
波
字
梨
木
畑
無
番
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

八
月
三
十
一
日

�

午
後
二
時

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

女
川
牡
鹿
線

牡
鹿
郡
女
川
町
横
浦
字
名
不
知
一
一
〇
番
二
地
先
か
ら

同
郡
同
町
横
浦
字
名
不
知
八
一
番
一
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

八
月
三
十
一
日

�

午
後
二
時

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

山
下
停
車
場

線

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
高
地
一
五
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
浅
生
原
字
館
新
田
三
〇
番
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

八
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

泊
崎
半
島
線

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
二
三
番
二
地
先
か
ら

同
郡
同
町
歌
津
字
中
山
一
一
番
一
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

八
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
六
号

　

階
上
大
谷
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
八
月
二
十
三
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

武　
　

者　
　

光　
　

明　
　
　

公

告

〇
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
年
宮
城
県
条
例
第
九
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴
会
を
次
の
と
お

り
開
催
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
五
号
）
第
二
十
七
条
の
規
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定
に
よ
り
、
公
述
の
申
出
を
受
け
付
け
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
聴
会
の
開
催
の
日
時
及
び
場
所

　
　

日
時　

令
和
三
年
九
月
二
十
五
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら

　
　

場
所　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎
（
石
巻
市
あ
ゆ
み
野
五
丁
目
七
番
地
）

二�　

意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
第
一
種
事
業
準
備
書
に
係
る
事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地

　

１　

名
称　

合
同
会
社
Ｇ－

Ｂ
ｉ
ｏ
石
巻
須
江

　

２　

代
表
者　

代
表
社
員　

株
式
会
社
Ｇ－
Ｂ
ｉ
ｏ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ　

職
務
執
行
者　

髙
𣘺
俊
春

　

３　

所
在
地　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
一－

十
八　

ア
ー
バ
ン
ス
ク
エ
ア
神
田
ビ
ル
５
階

三　

意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
第
一
種
事
業
準
備
書
に
係
る
第
一
種
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

　

１　

名
称　

Ｇ－

Ｂ
ｉ
ｏ
石
巻
須
江
発
電
事
業

　

２　

種
類
及
び
規
模　

火
力
発
電
所
設
置
事
業
、
出
力　

一
〇
二
、
七
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト

四　

公
述
の
申
出

　

１　

公
述
申
出
書
の
様
式
等

　
　

�　

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

の
氏
名
及
び
役
職
名
）、
第
一
種
事
業
の
名
称
並
び
に
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
公

述
申
出
書
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
宮
城
県
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
。

　

２　

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限

　
　

�　

令
和
三
年
九
月
十
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
述
申
出
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印

の
あ
る
も
の
ま
で
は
受
け
付
け
る
。

　

３　

公
述
申
出
書
の
提
出
先

　
　
　

宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
対
策
課
環
境
影
響
評
価
班
宛
て
郵
送
又
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

提
出
先　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

ｋ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ
ｅ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ

五　

公
述
人
の
選
定

　

１　

公
述
申
出
書
に
基
づ
き
、
県
が
公
述
人
を
五
名
程
度
選
定
す
る
。

　

２　

公
述
人
の
選
定
の
結
果
に
つ
い
て
、
令
和
三
年
九
月
二
十
二
日
（
水
）
ま
で
に
申
出
者
全
員
に
通
知
す
る
。

　

３�　

意
見
の
要
旨
が
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
で
な
い
と
き
、
又
は
意
見
の
要
旨
を
同
じ
く
す
る
者
が
多
数
あ
る
と

き
は
、
公
述
人
に
選
定
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
公
述
人
が
多
数
あ
る
と
き
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
公

述
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

六　

傍
聴
に
つ
い
て

　

１　

傍
聴
者
の
定
員　

五
十
名

　

２　

傍
聴
手
続

　
　

㈠　

公
聴
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
来
場
す
る
こ
と
。

　
　

㈡　

傍
聴
の
受
付
は
、
公
聴
会
開
会
三
十
分
前
か
ら
開
始
す
る
。

　
　

㈢　

入
場
は
先
着
順
と
す
る
の
で
、
定
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

七　

そ
の
他

　
　

公
述
人
に
選
定
さ
れ
た
者
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
取
り
や
め
る
。

八　

問
い
合
わ
せ
先

　

�　

こ
の
公
聴
会
及
び
公
述
の
申
し
出
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
対
策
課
環
境
影
響
評

価
班
（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

二
六
六
七　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ｋ

ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ
ｅ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ
）
に
行
う
こ
と
。

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
高
等
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
賃
貸
借
（
三
校
）�

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三�　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
七
月
三
十
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

東
京
都

港
区
港
南
二
丁
目
十
五
番
三
号

五�　

落
札
金
額　

二
千
六
百
八
十
九
万
五
十
円

六�　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七�　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
三
年
六
月
十
八
日

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量

　

１　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
村
田
高
等
学
校
）　

一
式

　

２　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
迫
桜
高
等
学
校
）　

一
式

　

３　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
石
巻
工
業
高
等
学
校
）　

一
式

　

４　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
古
川
工
業
高
等
学
校
）　

一
式

　

５　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
大
河
原
商
業
高
等
学
校
）　

一
式

　

６　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校
）　

一
式

　

７　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
）　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
七
月
三
十
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地

　

一
の
１　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
五
番
三
号

　

一
の
２　

日
通
リ
ー
ス
＆
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
十
四
番
二
十
二
号

　

一
の
３　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
五
番
三
号

　

一
の
４　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
五
番
三
号

　

一
の
５　

富
士
通
リ
ー
ス
株
式
会
社　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
練
塀
町
三
番
地

　

一
の
６　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
五
番
三
号

　

一
の
７　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
五
番
三
号

五　

落
札
金
額

　

一
の
１　

二
千
九
百
二
十
一
万
三
千
四
百
四
十
八
円

　

一
の
２　

八
千
二
百
三
十
六
万
八
千
円

　

一
の
３　

千
五
百
六
十
万
千
八
十
円

　

一
の
４　

四
千
三
百
十
六
万
五
千
九
百
八
十
円

　

一
の
５　

一
億
七
千
四
百
九
十
五
万
九
千
四
百
円

　

一
の
６　

千
六
百
六
十
五
万
九
千
九
百
八
十
四
円

　

一
の
７　

六
千
四
百
三
十
八
万
三
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
三
年
六
月
十
八
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
三
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

一　

日　

時　

令
和
三
年
九
月
三
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

第
一
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　
　

第
二
号
議
案　

宮
城
県
教
育
委
員
会
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
議
案　

宮
城
県
産
業
教
育
審
議
会
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１�　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２�　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
十
三
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
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宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
地
方
独
立
行
政
法
人
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

学
校
法
人
栴
檀
学
園
東
北
福
祉
大
学
せ
ん
だ
ん
ホ
ス
ピ
タ
ル　
　
　

同　

市
青
葉
区
国
見
ヶ
丘
六
丁
目
六
五
番
八
号

　

別
表
第
二
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ハ
ー
ト
ケ
ア
鶴
ヶ
谷
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
こ
い
の
郷
・
燕
沢　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

市
宮
城
野
区
燕
沢
東
二
丁
目
一
番
三
五
号

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
十
一
号

　

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
駐
車
監
視
員

資
格
者
講
習
に
つ
い
て
、
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十

三
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会　
　
　

一　

実
施
日
時

　

㈠　

講
習

　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日
（
木
）
及
び
同
月
十
九
日
（
金
）
の
二
日
間

　
　
　

各
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

　

㈡　

修
了
考
査

　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
金
）
午
前
九
時
十
分
か
ら
午
前
十
時
十
分
ま
で

二　

実
施
場
所

　

㈠　

講
習

　
　
　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
十
二
番
七
号　

ハ
ー
ネ
ル
仙
台

　

㈡　

修
了
考
査

　
　
　

講
習
場
所
に
同
じ

三　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
受
講
手
続

　

㈠　

申
込
書
類

　
　

ア　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
受
講
申
込
書　

一
通

　
　
　

�　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
受
講
申
込
書
（
以
下
「
受
講
申
込
書
」
と
い
う
。）
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
（
金
）

か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
、
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導

課
駐
車
対
策
係
及
び
宮
城
県
内
の
各
警
察
署
交
通
課
に
お
い
て
配
布
す
る
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び

祝
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
定
め
る
休
日
を
い
う
。）
を

除
く
。

　
　

イ　

写
真　

一
枚

　
　
　

�　

申
込
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
及
び
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

　
　

ウ　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
に
関
す
る
誓
約
書　

一
通

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
遵
守
に
関
す
る
も
の

　
　
　

※　

申
込
書
類
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
本
講
習
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

　

㈡　

申
込
期
間

　
　

�　

令
和
三
年
十
月
一
日
（
金
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
。
た
だ
し
、

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

　

㈢　

申
込
先

　
　
　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
係

　

㈣　

申
込
方
法

　
　

�　

本
籍
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
勤
務
先
及
び
連
絡
先
を
記
載
し
た
受
講
申
込
書
を
前
記
㈢
の
申
込
先
に
提

出
又
は
郵
送
す
る
こ
と
。（
郵
送
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
る
。）

　

㈤　

手
数
料

　
　
　

二
万
円
分
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
に
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
　

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
原
則
と
し
て
申
込
書
類
の
受
付
後
は
返
却
し
な
い
。

四　

講
習
時
の
携
行
品

　

㈠�　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
受
講
票
（
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
日
ま
で
に
受
講
申
込
書
に
記
載
の
住
所
宛
て
に

郵
送
す
る
。）

　

㈡　

筆
記
用
具
（
講
習
用
テ
キ
ス
ト
は
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
日
に
配
布
す
る
。）

五　

合
格
発
表

　

�　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
考
査
終
了
後
、
当
該
修
了
考
査
会
場
に
お
い
て
、
合
格
者
の
受
講
番
号
を
掲
示
す

る
。

　

�　

な
お
、
当
日
、
合
格
者
に
は
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
し
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
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申
請
手
続
に
つ
い
て
教
示
す
る
。

六　

そ
の
他

　

㈠�　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
は
、
道
路
交
通
法
第
五
十
一
条
の
一
三
第
一
項
の
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を

受
け
る
た
め
の
講
習
で
あ
り
、
二
日
間
（
十
四
時
間
）
の
講
習
を
受
講
後
、
修
了
考
査
（
一
時
間
）
に
合
格
し
た

者
に
対
し
て
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

　

㈡�　

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
申
請
に
係
る
交
付
手
数
料
（
九
千
九
百
円
）

が
別
途
必
要
で
あ
る
。

　

㈢�　

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
を
受
講
し
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
て
も
、
道
路
交
通
法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項

第
二
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
項
に
該
当
す
る
者
は
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

㈣�　

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
も
、
道
路
交
通
法
第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
事
務

の
委
託
を
受
け
た
法
人
に
属
さ
な
い
限
り
、
駐
車
監
視
員
と
し
て
活
動
で
き
な
い
。

　

㈤�　

受
講
人
数
は
、
定
員
を
二
十
名
と
し
て
い
る
の
で
、
申
込
期
間
中
で
あ
っ
て
も
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
申
込

受
付
を
締
め
切
る
。

七　

受
講
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
　

宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
係

　
　

電
話　

〇
二
二－

二
二
一－

七
一
七
一　

内
線
五
一
四
三


